





















































































  Self-portrait of the Artist 」 「心之所繋―嘉義景致
 W
here the H









ic Tradition: Studio Training 」 「筆法多変―中西融合
 Varied Strokes: M

















は風景画を、 「人文之愛」では人物画、静物画、膠彩画、水彩画を展示し、 「文物」では陳澄波関係の書簡、写真、彼の遺品、所蔵していた雑誌 絵葉書などを紹介するものとなった。　
陳澄波は、 嘉義公学校を経て一九一三年に台湾総督府国語学校公学師範部に入学。




















制作された作品との違いが印象づけられた。東京留学中 博物館、美術館、 重橋など建築物を好んで描き、近代化、都市化していく景観に興味を抱いていたことがうかがえる。当時の日本 画壇は、穏健な写実に基づきつつ印象派的な光の表現を取り入れた官展風の画風の一方で 多くの美術団体展でポスト印象主義 受容した作品が多数出品される状況であった。陳澄波 画風 後者 属し 鮮やかな色の絵具を比較的厚く塗り、作家 激しいタッチをカンヴァス上に残している。帝展初入選作は所在が分から いが、 二度目 入選を果たした 「夏日街景」
（一九二七年（
に、
東京での修学によって確立された初期の画風を見ることができ 。 景に取材すが、実景そ ままではなく、構図を調え、人物 配置、さ に着衣や持ち物 も配慮がなされている。地面の色面は比較的平滑につく れているが 樹木 どにはリズミカル タッチが用いられて、筆使いによってつくられた多様なマチエールが効果的に作品に活かされている。東京留学中に技術が洗練され、ま 制作への姿勢の基盤がつくられたのが見てとれ　
大陸滞在を経て、台湾に戻ってからの作品は、自然と人々の生活に親密なまなざ



























































olors of a Blazing Life



































Eye-level Perspective to Aerial Looking Panoram





ic Sketches to Lyrical N
udes 」 、 （五
（「生活記録画像與全家福
 Record of Life Por-
traits and Fam
ily Portraits 」 、 （六
（「上海時期芸術交遊点滴
 Interaction w









が明らかにしているように、上海では大陸の作家たちと交流し、また宋・元・明代の中国絵画を目にする機会も多かったようである。後 陳澄波は「大陸では宋・元の作品を見ることができた」と記し 倪雲林、八大山人、ルノアール、ゴッホを融合することの意義を述べてい が、こうし 視点は大陸での経験を踏まえたものだろう。　（三
（
では同館所蔵の東京留学中に描かれた一九二〇年代の作品に見られる西洋

















hen-po’s journey of life 
　
羽田ジェシカ「終始於台湾―試探陳澄波上海期之意義」
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